
平成30事業年度予算（案）の概要

○予算 29年度(当初) 30年度

【収入】 273.3億円 ⇒ 284.1億円

【支出】 295.6億円 ⇒ 291.8億円

※ 30事業年度の支出予算は、前年度に引続
きシーリングによる予算統制を実施。PDCA
に配意し、所要額を計上。

○収支計画

29年度 30年度 対前年度

法人全体 △17.4億円 ⇒ ＋2.1億円 ＋19.5億円

審査等勘定 △ 5.9億円 ⇒ △1.1億円 ＋ 4.8億円

※ 利益剰余金 ：28’決算時 268.4億円

○資金計画 総額514.7億円

次年度への繰越金 166.6億円

（前年度からの繰越金 186.1億円）

○収入支出予算の内訳 （単位：億円）

【収入予算総額 284.1 (3.1)】 【支出予算総額 291.8 (4.4)】

平成30事業年度予算（案）は、拠出金収入、手数料収入、運営費交付金等により実施する救
済・審査・安全対策の各業務に係る所要経費を適切に計上し、国の平成30年度予算（案）に計上
されている事業を盛り込むとともに、中期計画に掲げた目標達成に必要な経費を計上している。

【注】１．計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数においては合計と一致しないものがある。

２．上記円グラフのカッコ書きの計数は国の平成29年度補正予算第1号に関する予算額であり、外数。

収入予算のうち 国費 32.1（11.3％） 拠出金及び手数料 229.6（80.8％）
<29年度補正予算第1号> 国費3.1

（参考 ： 29年度 国費 32.9（12.0％） 拠出金及び手数料 217.9（79.7％））
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【審査業務】

外側：収入 136.1
内側：支出 142.5

平成30年度 収入･支出予算（案）内訳 （単位：億円）

法人総計
収入 284.1 (3.1)
支出 291.8 (4.4)
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【安全対策業務】

外側：収入 51.4 (3.1)

内側：支出 46.8 (4.4)
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【救済業務】

外側：収入 96.6

内側：支出 102.5

【注】
１．計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、

端数においては合計と一致しないものがある。
２．カッコ書きの計数は、国の平成29年度補正予算第1号に

関する予算額であり、外数。
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